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歳出109億1,965万円
歳入115億7,276万円

定額給付金給付で
膨らんだ歳入･歳出

昨年、景気対策の一環で行われた
この制度で皆様は、本当に景気が
良くなったと思われましたか？

約6億715万円

第３回
定例会

●国民健康保険  …………
●後期高齢者医療  ……………
●老　人　保　健  ………………
●介　護　保　険  …………
●住宅新築資金  ………………
●下　　水　　道  …………

34億6,277万円
3億3,347万円
4,604万円

14億9,794万円
6,679万円

16億0,450万円

※1万円未満は切捨て

企業会計 ●上　　水　　道  …………

特別会計

平成16年度～21年度の６年間で49億1,661万8千円返済

平成21年度  その他の会計 決算

　
平
成
22
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
３
日
〜
21
日
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
議
会
は
、議
案
18
件
、諮
問
１
件
、意
見
書
５
件
、請
願
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、議
案
18
件
・
意
見
書
３
件
を
可
決
、諮
問
１
件
を
適
任
、請
願
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

（
詳
し
い
内
容
は
、４
〜
９
ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い
）

決算歳出額
109億1,965万1千円

一人当たりの歳出は25万8,350円になります。

決算歳入額
115億7,276万2千円

投資出資
69,509

補助金等
2,080,235

人件費
1,746,994

繰出金
1,467,160

扶助費
1,391,557

普通建設事業費
604,749

維持補修費
83,041

災害復旧事業費
32,828 積立金

8,973

町　　税
5,711,490

単位：千円 単位：千円

地方交付税
1,267,247

町　債
614,764

その他交付税
658,193

繰越金・他
1,172,834

繰入金
108,794

物件費
1,809,237

公債費
1,625,368

国庫支出金
2,039,440

町の借金（町債）は!?

町債の推移 町債残高ピーク時（平成15年度）から21年度までを掲載 単位（千円）

会　計 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

一般会計 15,640,990 15,596,770 14,894,752 14,297,342 13,349,124 12,251,015 11,440,548

住宅貸付 124,511 110,888 96,819 83,032 70,130 24,754 20,550

下 水 道 12,004,020 12,097,290 12,106,501 12,124,794 12,115,216 12,065,302 11,866,793

上 水 道 2,575,526 2,534,557 2,497,694 2,405,592 2,315,394 2,199,828 2,100,538

全 会 計 30,345,047 30,339,505 29,595,766 28,910,760 27,849,864 26,540,899 25,428,429

町民一人当たりの借金は60万161円になります。

町債の返済額のピーク（14～15億円／年）は平成23年でその後下がります。

一般会計決算認定！！平成21年度

（前年度比 7億6,383万1千円増、前年度比 7.0％増）

12億0,184万円
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９月定例会における主な議案に対する各議員の賛否結果一覧

議案名
○�賛成　●�反対

ー�退席　欠�欠席

平
成
22
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
22
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

平
成
22
年
度

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
22
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

備
品
購
入
契
約
の
締
結

（
本
部
分
団
消
防
車
購
入
）

平
成
21
年
度

一
般
会
計
決
算
の
認
定

平
成
21
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算
の
認
定

平
成
21
年
度

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
決
算
の
認
定

平
成
21
年
度

水
道
事
業
企
業
会
計

決
算
の
認
定

平
成
21
年
度

下
水
道
事
業
特
別
会
計

決
算
の
認
定

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
阿
恵
大
池
公
園
整
備
）

議案番号 第50号 第51号 第53号 第54号 第55号 第56号 第57号 第59号 第62号 第63号 第65号

所　属
委員会

採決結果 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

（賛成／反対） 14/2 16/0 14/2 16/0 15/1 15/1 14/2 14/2 14/2 15/1 16/0

付託委員会 予算特別 予算特別 予算特別 予算特別 総務 決算特別 決算特別 決算特別 決算特別 決算特別 建設

総務

安川　俊彦 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山𦚰　秀隆 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川口　　學 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○

澁田　順二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本田　芳枝 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○

小池　弘基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建設

伊藤　　正 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福永　善之 副 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

安河内利明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

八尋　源治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長　　義晴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚生

向野　正幸 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

因　　辰美 副 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦元　　甫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

久我　純治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田川　正治 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○

進藤　啓一 議長は、採決に加わりません

☆賛否表に掲載されていない議案は全員賛成で可決しました
☆提出議案名は記載文字数で収まりませんので議案の趣旨が解る範囲でまとめています

☆
Ｊ
Ｒ
柚
須
駅
構
内
踏
切
拡
幅
工
事
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
万
円

☆
戸
原
北
西
地
区
開
発
道
路
用
地
買
収
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
，
９
０
０
万
円

☆
戸
原
北
西
地
区
開
発
道
路
工
事
請
負
費
・
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
８
，
９
０
０
万
円

☆
環
境
衛
生
草
刈
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
万
円

☆
乳
幼
児
医
療
対
策
扶
助
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
７
５
万
円

☆
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
扶
助
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
，
３
０
０
万
円

☆
学
校
給
食
調
理
場
検
討
委
員
会
会
議
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
万
円

☆
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
研
修
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
０
万
５
千
円

☆
町
営
住
宅
修
繕
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

☆
バ
ス
対
策
協
議
会
会
議
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
万
８
千
円

平成22年度　主な事業の補正予算
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平
成
21
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定

反
対
　
川
口
　
議
員

　

国
保
税
は
高
額
で
担
税
能
力
を
超
え
て
お
り
徴
収
率

も
県
下
で
も
最
低
、
制
度
改
善
を
望
む
。

平
成
21
年
度

水
道
事
業
企
業
会
計
決
算
の
認
定

反
対
　
田
川
　
議
員

　

企
業
会
計
を
理
由
に
、
一
般
会
計
繰
入
４
，

５
０
０
万
円
を
５
０
０
万
円
に
減
ら
し
た
の
は
反
対
。

平
成
21
年
度

下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定

反
対
　
本
田
　
議
員

　

13
億
円
の
浸
水
対
策
の
水
量
の
基
本
的
な
数
字
が
な

い
。
５
カ
年
計
画
作
成
の
根
拠
の
裏
付
け
が
不
十
分
。

※
全
て
の
賛
成
・
反
対
討
論
を
要
約
し
て

　
記
載
し
て
い
ま
す
。

備
品
購
入
契
約
の
締
結

　
　
　
　（
本
部
分
団
消
防
車
購
入
）

反
対
　
福
永
　
議
員

　

常
備
消
防
が
設
置
し
て
あ
り
、
面
積
約
14
㎢
の
粕
屋

町
に
14
台
の
消
防
自
動
車
は
多
い
。

賛
成
　
本
田
　
議
員

　

本
部
消
防
の
消
防
車
は
火
事
だ
け
で
な
く
水
害
や
台

風
な
ど
、
様
々
な
対
策
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
。

賛
成
　
山
𦚰
　
議
員

　

本
部
消
防
は
、
町
の
要
。
23
年
経
過
し
た
消
防
車
の

下
取
り
は
、
適
切
に
お
こ
な
わ
れ
る
。

平
成
21
年
度

一
般
会
計
決
算
の
認
定

反
対
　
本
田
　
議
員

　

町
長
は
予
算
執
行
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
。

機
構
改
革
３
ヶ
月
、
職
員
の
意
識
改
革
は
ど
こ
に
。

平
成
22
年
度
　
一
般
会
計
補
正
予
算

反
対
　
福
永
　
議
員

　

町
営
住
宅
の
滞
納
世
帯
に
対
し
、
修
繕
費
を
税
金
か

ら
出
す
の
は
、
税
の
公
平
性
に
欠
け
る
。

賛
成
　
本
田
　
議
員

　

給
食
共
同
調
理
場
検
討
委
員
会
、
西
鉄
バ
ス
廃
止
に

伴
う
対
策
協
議
会
な
ど
の
生
活
に
密
着
し
た
予
算
。

反
対
　
因
　
議
員

　

厳
し
い
財
政
の
中
、
補
正
予
算
を
組
ん
で
ま
で
、
議

員
視
察
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

平
成
22
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

反
対
　
田
川
　
議
員

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
医
療
差
別
さ
れ
、
53
人
の
保

険
証
喪
失
者
を
生
む
悪
法
に
反
対
。

闘
×
論

（
討
）

議
会
最
終
日
の

白
熱
し
た
論
戦
！

（
9
月
21
日
）
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各常任委員会のうごき
建設常任委員会 （伊藤／福永／安河内／八尋／長）

　

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
地
域
の
自
立
が
求
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
自
己
決
定
と
自
己
責
任
に
取
り
組
む
べ
き
議
会
の
役

割
り
は
更
に
拡
大
し
、重
要
な
も
の
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

地
域
議
会
の
多
様
な
課
題
に
対
し
、
議
会
の
機
能
と
議
会
運

営
の
活
動
力
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
や
全
員
協
議
会
で
議
会
改
革
の
提
案
が
な

さ
れ
、
本
年
６
月
議
会
で
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
を
た
ち
あ

げ
、
議
会
運
営
の
基
本
姿
勢
と
議
員
活
動
の
活
性
化
施
策
を
明

確
に
し
て
、
議
会
機
能
の
充
実
と
議
員
の
役
割
り
と
責
務
を
構

築
し
、
議
会
制
度
の
刷
新
を
め
ざ
す
こ
と
を
議
会
活
性
化
の
要

と
し
て
委
員
会
活
動
を
推
進
し
、町
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
、

開
か
れ
た
議
会
を
創
る
こ
と
を
目
標
に
、
全
議
員
が
議
会
活
性

化
の
理
念
を
共
有
し
、
町
民
参
加
の
議
会
改
革
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

粕
屋
町
議
会
活
性
化
特
別
委
員
長　

安
川　

俊
彦

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て

戸原北西地区開発が動き出す！

　今年度当初予算に道路工事計画がされて

いましたが、９月補正予算で道路用地買収

費に変更されて、事業が進められる事にな

りました。

まちにまった阿恵大池公園整備事業始まる！

　11社の共同企業体の入札により、錢高・才田特定建設工事共同企業体が落札

工事の概要

　①敷地造成工・擁壁工・排水、取水施設工（地盤改良＝14,410㎡）

　②契約方法・金額（指名競争入札、１億496万1,150円＝税込）

　③工事の期間　平成22年９月22日から平成23年３月25日まで

⇦
多々良川

Ｊ
Ｒ
香
椎
線

都
市
計
画
道
路

雨
水
橋

開発区域
A＝11.2ha

粕屋町学校
給食センター

国道201号･都市高速

福岡地区水道企業団
多々良浄水場

戸
原
北
西
地
区
　
地
区
整
備
計
画
区
域
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厚生常任委員会 （向野／因／浦元／久我／田川／進藤）

病児保育事業（コスモス）が始まりました
　町別利用状況　　　　  　平成22年10月６日現在

学校給食共同調理場の検討委員会の設置要綱の説明がありました
　補正予算案に出ている検討委員会の説明がありました。大学の先生相当の識見を要する方を中心に

10名程度の委員構成で、再来年着工の予定で検討とのことでした。委員会からは、委員の視察研修を

予定に入れてほしい、広く町民の意見が反映できるよう傍聴できる委員会であってほしいことなど要望

しました。

サンレイクの駐輪場を改築して「団体の事務所」ができました
　文化協会や体育協会など社会教育関連の団体のスタッフの活動のための事務所です。電話、ファック

ス、キャビネットなどが用意され、10月末に開所の予定です。

本部分団の消防自動車を購入します
　購入時より23年が経過しており（走行距離12,208㎞）、設

備の老朽化に伴い本部分団の消防自動車購入を認定しました。

８月18日に６社にて入札を行ないました。

契約業者　(株)九州防災センター

落札金額　15,319,500円(税込)

総務常任委員会 （安川／山𦚰／川口／澁田／本田／小池）

大坪医院に併設した施設で保育を行い、
粕屋町が一番多く利用しています。

粕屋町 篠栗町 久山町 計（人）

４月 10 1 6 17

５月 25 0 5 30

６月 20 1 0 21

７月 15 0 10 25

８月 13 3 11 27

９月 8 0 3 11

計 91 5 35 131

登録数 123人 25人 5人 153人

※病気の治療中や回復期にあるために、保育所・学童保育で預かることができない子どもが対象です。

※保育料は１日1,700円で、４時間以下の場合は1,000円です。

※毎年ごと登録申請が必要です。

病児保育室内部
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目
　
的

①
市
の
総
合
計
画
・
国
土
利
用
計
画
・
農
業
振
興
整
備
計
画
な
ど
の
調
査

②
国
の
補
助
ま
た
京
田
辺
市
の
助
成

③
鉄
道
の
高
架
と
駅
前
整
備

訪
問
地
・
視
察
内
容

　

訪
問
地
は
京
都
府
の
京
田
辺
市
で
す
。

　

同
市
に
は
同
志
社
大
学
が
開
校
し
学
研
都
市
線
と
し
て
近
畿
大
都
市
圏
と
の
地

理
的
利
便
性
が
あ
り
ま
す
。

　

市
の
将
来
は
鉄
道
、
道
路
の
一
体
整
備
と
、
駅
前
開
発
が
必
要
で
あ
る
と
の
認

識
で
、
行
政
・
議
会
が
一
体
と
な
り
開
発
を
進
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

議
会
活
動
に
ど
う
活
か
す
の
か

　

粕
屋
町
で
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
県
道
６
０
７
号（
福
岡
・
篠
栗
線
）の
拡
幅
整

備
や
県
道
東
環
状
線（
井
尻
・
粕
屋
線
）扇
橋
か
ら
広
田
間
の
整
備
、
ま
た
、
九
州

大
学
の
移
転
に
伴
う
九
大
農
場
跡
地
の
利
用
が
Ｊ
Ｒ
篠
栗
線
に
新
駅
構
想
な
ど
あ

り
、
事
前
の
計
画
と
国
、
県
の
交
付
金
を
い
か
に
取
り
付
け
る
か
が
重
要
で
あ
り
、

財
源
と
地
域
活
性
化（
経
済
効
果
）を
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

目
指
す
べ
き
町
の
開
発
と
交
付
金
の
活
用

�

建
設
常
任
委
員
会

目
　
的

①
総
合
窓
口
の
充
実
し
た
運
営
を
目
標

訪
問
地
・
視
察
内
容

　

訪
問
地
は
神
奈
川
県
の
横
須
賀
市
で
す
。

　
「
総
合
窓
口
」を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は「
統
合
窓
口
」と
い
う
呼
び
名

で「
証
明
書
交
付
」「
住
民
異
動
」の
受
付
け
と
、「
国
保
年
金
」「
戸
籍
」な
ど
の
専

門
的
な
受
け
付
窓
口
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

専
門
的
な
手
続
き
は
専
門
職
が
対
応
し
、
年
金
、
国
保
な
ど
基
本
的
手
続
は
一
ヶ

所
の
窓
口
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
者
は
非
常
に
多
い
が
そ
れ
に
対
応
で
き
る
職
員
の
基
本
研
修
、
能
力
開
発

研
修
な
ど
を
行
い
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
市
内
三
ヵ
所
に
あ
り
、
各
種
証
明
の
発
行
や
行
政

情
報
の
閲
覧
、
水
道
料
金
の
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
活
動
に
ど
う
活
か
す
の
か

　

住
民
に
わ
か
り
や
す
い
総
合
窓
口
と
い
う
こ
と
で
、
更
な
る
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、

あ
わ
せ
て
窓
口
を
運
営
す
る
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
な
ど
、
人
材
育
成

に
つ
い
て
充
実
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

住
民
に
わ
か
り
や
す
い
窓
口
業
務
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化�

厚
生
常
任
委
員
会

視 
察 

報 

告
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目
　
的

①
セ
ン
タ
ー
方
式
の
学
校
給
食
運
営
形
態
に
つ
い
て

②
改
築
の
時
期
な
ど

訪
問
地
・
視
察
内
容

　

訪
問
地
は
岡
山
県
の
井
原
市
で
す
。

　

施
設
は
平
成
10
年
４
月
よ
り
業
務
開
始
、
運
営
形
態
は
市
直
営
で
、
給
食
の
配

送
業
務
だ
け
を
単
独
随
意
契
約
で
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

改
築
の
い
き
さ
つ
が
、
保
健
所
の
立
ち
入
り
検
査
で
施
設
の
全
面
改
築
を
勧
告

さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
Ｏ-

１
５
７
に
よ
る
食
中
毒
が
岡
山
よ
り
始
ま
っ
た
こ
と
な

ど
を
受
け
、
市
長
の
速
や
か
な
政
治
的
判
断
で
保
健
所
の
勧
告
後
わ
ず
か
１
年
半

で
改
築
、
操
業
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
理
に
関
し
て
は
、
業
務
委
託
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

議
会
活
動
に
ど
う
活
か
す
の
か

　

議
会
答
弁
で
改
築
に
は
補
助
金
が
出
な
い
の
で
町
単
独
で
は
予
算
が
な
い
と
言

う
返
事
を
再
三
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
訪
問
地
で
は
補
助
金
が
出
た
こ
と
、

ま
た
、
計
画
後
１
年
半
で
操
業
と
い
う
そ
の
対
応
の
す
ば
や
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

早
速
、
９
月
議
会
の
総
務
常
任
委
員
会
で
迅
速
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
替
え�

総
務
常
任
委
員
会

議員より提出された意見書
【粕屋町議会で可決された意見書は、国へ提出します】

【継続審査となったものは、引き続き粕屋町議会で審査されます】

住民より提出された請願書
【粕屋町議会で採択された請願書は、意見書として国へ提出します】

件　　　　名 提出議員 付託委員会 結果 提出先

「拡大生産者責任」「デポジット制度」の導入で
循環型社会の再構築を求める意見書

安川　俊彦
伊藤　　正
向野　正幸

建　設
可決

賛成：16
反対：  0

国

完全な地上デジタル化放送の実施に向けて
円滑な移行策を求める意見書

（委員会にて文言の一部修正）

浦元　　甫
山𦚰　秀隆

総　務
可決

賛成：16
反対：  0

国

21世紀型の公共投資の推進による
景気対策を求める意見書

浦元　　甫
山𦚰　秀隆

建　設 継続審査

子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書
（委員会にて文言の一部修正）

浦元　　甫
山𦚰　秀隆

厚　生
可決

賛成：16
反対：  0

国

コメの戸別所得補償対策等の
見直しを求める意見書

浦元　　甫
山𦚰　秀隆

建　設 審議未了

件　　　名 提出者 紹介議員 付託委員会 結果 提出先

教育予算の拡充を求める意見書
原田　達夫

（粕屋町江辻区在住）

川口　　學
田川　正治
本田　芳枝
小池　弘基

総　務
採択

賛成：13
反対：  3

国
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申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
独
居
老
人

の
方
に
は
民
生
委
員
さ
ん

に
見
守
り
を
含
め
て
、
ご

確
認
を
お
願
い
し
、
連
絡

を
密
に
し
て
い
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

で
は
、
登
録
制
に
よ
る
要

援
護
者
の
リ
ス
ト
を
作
り
、

非
常
時
、
地
震
と
か
台
風

な
ど
の
災
害
時
の
避
難
者

名
簿
と
し
て
も
活
用
し
て

い
ま
す
。

　
不
明
高
齢
者

問
題
は
日
本
中

に
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。

　
粕
屋
町
の
場
合
、
100
歳

を
超
え
た
方
の
人
数
、

所
在
確
認
、
見
守
り

支
援
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
見
守
り
支

援
の
更
な
る
拡
充
の

手
立
て
は
。

　

100
歳
を
超
え
た
方

は
12
名(

移
民
で
確
認

で
き
な
い
方
１
人
を

含)

、
敬
老
の
日
、
並

び
に
誕
生
日
に
町
長

が
ご
本
人
に
お
目
に

か
か
っ
て
お
祝
い
を

13
億
円
の
浸
水
対
策
費
、
も
っ
と
有
効
に

�
町
長
／
都
市
と
田
園
の
魅
力
を
併
せ
た
ま
ち
に

高齢者の見守り支援の拡充を
住民福祉部長／登録制の要援護者リストの活用

今
年
度
発
表
さ

れ
た
浸
水
対
策

５
ヶ
年
計
画
に
は
降
雨
量

に
沿
っ
た
田
畑
へ
の
許
容

湛た
ん

水す
い

量
、
最
低
限
確
保
す

べ
き
流
域
対
策
量
な
ど
、

住
民
に
わ
か
り
や
す
い
数

字
の
裏
付
け
の
あ
る
重
点

目
標
の
設
定
が
な
い
。

　
13
億
円
も
掛
け
る
浸
水

対
策
事
業
を
有
効
な
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、
町
民

の
意
識
を
高
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
視
野
に
入

れ
た
抜
本
的
な
治
水
総
合

計
画
が
必
要
で
は
。

農
地
の
減
少
が

保
水
力
を
弱
め

て
い
ま
す
。
今
後
は
秩
序

あ
る
土
地
利
用
を
行
い
人

口
増
加
や
都
市
機
能
の
集

積
を
町
の
魅
力
作
り
に
つ

な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

町
民
と
の
協
働
は
も
っ

と
も
な
ご
意
見
で
す
が
、

計
画
作
成
は
役
場
の
能
力

で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依

本
田

本
田

町
長

頼
す
る
費
用
も
含
め
検
討

を
進
め
ま
す
。

本田　芳枝 議員

平成19年

平成12年

平成6年

昭和58年

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

400 138 533 65 127 128

435 244 401 58 149 124

483 252 348 50 160 119

521 256 295 53 169 118

市
街
化
の
進
展

農
地
の
減
少

宅地 その他（資材置場・駐車場他） 農地 森林 道路 水面・河川・水路

保水能力のある農地の減少

粕屋町国土利用計画書より作成

住
民
福
祉
部
長

「うんとこしょ、どっこいしょ」と会場いっぱいに大きな声援

湛た
ん

水す
い

＝�

水
田
な
ど
に
水
を
た
た

え
る
こ
と
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待
機
児
童
解
消
へ
100
人
規
模
の
保
育
所
建
設
を

就
学
援
助
児
童
492
人
へ
補
助
金
拡
充
の
適
用
を

町
長
／
現
在
の
保
育
所
を
建
て
替
え
た
時
に
定
数
増
を

教
育
長
／
財
政
な
ど
考
慮
し
て
今
回
は
行
い
ま
せ
ん

水害被害を防ぐため池や水路の改修を
町長／水道事業者と農業水利権者との協議を

福
岡
県
の
待
機

児
童
は
、
福
岡

市
489
名
、
北
九
州
16
名
、

久
留
米
２
名
で
あ
り
、
そ

の
他
市
町
村
345
名
の
う
ち
、

粕
屋
町
は
117
名
で
す
。

　
認
可
外
は
157
名
が
い
て
、

認
可
保
育
所
の
入
所
待
ち

政
府
が
、
就
学

援
助
の
補
助
対

象
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、

生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

を
追
加
し
た
が
、
生
活
保

護
者
へ
の
支
給
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
補
助
拡
大
を
就

学
援
助
者
492
人
へ
適
用
す

る
こ
と
と
、
就
学
援
助
の

周
知
徹
底
を
、
毎
年
、
全

は
300
人
近
く
い
ま
す
。

　
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、

100
名
規
模
の
保
育
所
の
建

設
が
必
要
で
す
。

　
認
可
外
保
育
所
の
保
育

料
を
１
人
１
万
円
補
助
し
、

運
営
費
の
増
額
を
行
い
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
。

児
童
に
文
書
で
行
う
こ
と

を
求
め
ま
す
。

生
活
保
護

を
受
け
て

い
る
生
徒
は
、
現
在
、
生

活
保
護
費
で
支
給
さ
れ
て

お
り
、
就
学
援
助
支
給
の

生
徒
へ
の
適
用
は
、
町
財

政
な
ど
考
慮
い
た
し
ま
し

て
今
回
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
全
生
徒
に
毎
学

粕
屋
町
は
ベ
ッ

ト
タ
ウ
ン
化
し

て
田
畑
の
貯
水
能
力
が
減

少
し
、
水
路
だ
け
で
は
ゲ

リ
ラ
豪
雨
に
耐
え
れ
ま
せ

ん
。

　
今
回
の
水
害
の
教
訓
を

生
か
し
、
池
の
貯
水
量
の

調
整
と
水
路
の
改
修
工
事

と
、
炭
鉱
跡
地
で
の
水
害

被
害
の
対
策
を
求
め
ま
す
。

古
大
間
池
の
水

深
は
、
水
道
事

業
者
と
農
業
水
利
権
者
と

の
協
議
を
進
め
ま
す
。

朝
日
区
は
水
路
の
嵩
上
げ

と
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
。

　

長
者
原
上
区
は
水
路
の

入
り
口
を
２
つ
に
す
る
か

間
口
を
広
く
し
、
下
区
は

水
路
の
改
修
を
検
討
し
ま

す
。

　

炭
鉱
跡
地
の
水
害
被
害

対
策
は
引
き
続
き
行
っ
て

い
き
ま
す
。

田
川

田
川

田
川

町
長

待
機
児
童
解
消

は
、
現
在
の
保

育
所
を
建
て
替
え
た
時
に

定
数
を
大
幅
に
増
や
し
、

認
可
外
保
育
所
は
、
財
政

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
補

助
金
の
増
額
を
検
討
し
た

い
。

期
、
文
書
で
徹
底
す
る
の

は
、
検
討
し
た
い
。

田川　正治 議員

町
長

冠水した長者原下区公民館前の道路

都
市
政
策
部
長

教
育
長

○
国
民
健
康
保
険

税
の
一
世
帯
一
万

円
の
引
き
下
げ
を
。

その他の質問
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児童福祉法
☆第24条

　�保育料の滞納を理由に、児童の保育の

解除や拒否は出来ない

☆第56条

　�滞納金がある場合は、地方税の滞納処

分と同じ適用が出来る

学
校
給
食
運
営
委
員
会
施
行
細
則

☆
第
７
条

　
給
食
費
の
額
は
、
学
校
給
食
運
営
委
員
会
で
決
定
す
る

☆
第
12
条

　�

給
食
費
の
納
入
が
な
い
場
合
は
、
給
食
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
る

福永　善之 議員

①�

多
少
の

影
響
は

　

考
え
ら
れ
ま
す
。

②�

停
止
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

③�

自
分
の
食
べ
た
も
の
を

払
わ
な
い
行
為
は
、
教

育
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④�

そ
う
い
う
こ
と
も
考
慮

し
ま
す
。

①�

滞
納
が
原
因

で
食
材
の
質

　
に
影
響
は

②�

滞
納
世
帯
に
対
し
、
給

食
を
停
止
し
た
実
績
は

③�

無
銭
飲
食
を
肯
定
す
る

家
庭
環
境
で
育
っ
た
子

供
が
、
大
人
に
な
っ
て

税
金
を
納
め
る
義
務
を

養
え
る
か

④�

滞
納
世
帯
に
は
、
子
ど

も
手
当
を
口
座
振
込
み

か
ら
、
役
場
窓
口
で
の

現
金
支
給
に
し
て
は

保
育
料
の
滞
納
、
不
納
欠
損
の
打
開
策
は

住
民
福
祉
部
長
／
22
年
度
も
不
納
欠
損
の
予
定

給食費の滞納、子ども手当と相殺は
教育長／滞納がゼロになるよう努力する

①�

20
年
度
は
、

滞
納
が
約
140

　�
万
円
、
不
納
欠
損
が
約

150
万
円
だ
が

②�

22
年
度
は
ど
う
な
る
の

か
③�「
滞
納
世
帯
」と「
待
機

児
童
世
帯
」で
は
、
保

育
園
へ
の
入
所
優
先
度

は
④�

滞
納
世
帯
に
関
し
、
入

園
継
続
の
有
無
は

⑤�

地
方
税
の
滞
納
処
分
の

適
用
に
つ
い
て

①�
21
年
度
は
、
滞
納
が
約

300
万
円
、
不
納
欠
損
が

約
140
万
円
で
す
。

②�

不
納
欠
損
は
、
21
年
度

と
同
じ
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

③�

生
活
状
況
を
勘
案
し
、

点
数
制
で
対
応
し
ま
す
。

④�

滞
納
が
原
因
で
保
育
の

拒
否
は
出
来
ま
せ
ん
。

⑤�

今
年
６
月
に
新
た
に
収

納
課
を
設
置
し
て
お
り
、

滞
納
が
な
い
よ
う
に
努

め
ま
す
。

福
永

福
永

住
民
福
祉
部
長

教
育
長

住
民
福
祉
部
長

粕屋町の学校給食費

H21年度 小学校 中学校

月額（￥） 3,900 4,600

一食（￥） 240 300
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町
内
に
は
約

一
万
六
千
所
帯

が
有
り
、
利
用
済
み
天
プ

ラ
油
を
、
何
ら
か
な
方
法

で
、
処
分
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
用
や
給
食
セ
ン

タ
ー
の
、
使
用
済
の
油
を

一
ヶ
所
に
集
め
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
に
利
用
し
ま

す
。

　
廃
食
用
油
か
ら
生
ま

れ
る
軽
油
代
替
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
が
、
出

来
ま
す
。

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
利
用

で
き
こ
の
際
排
出
さ
れ
る
、

二
酸
化
炭
素
は
、
植
物
が

吸
収
す
る
為
に
、
大
気
中

に
は
広
が
り
ま
せ
ん
。

子
宮
頸
ガ
ン
は
、

女
性
の
ガ
ン
の

中
で
乳
ガ
ン
に
つ
い
で
多

い
ガ
ン
で
有
り
ま
す
。

　
年
間
約
一
万
七
千
五
百

人
が
か
か
り
、
そ
の
う

ち
子
宮
頸
ガ
ン
は
、
約

八
千
五
百
人
で
二
千
五
百

人
か
ら
三
千
人
の
人
が
死

亡
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
ン
は
時
間
で
直
る
病

気
で
な
く
、
一
度
か
か
る

と
本
人
、
家
族
周
り
の
人

は
、
毎
日
毎
日
が
た
ま
ら

　
農
水
省
バ
イ
マ
ス
地
域

利
用
補
助
事
業
も
有
り
ま

す
。

　
近
隣
で
は
新
宮
町
が
し

て
い
ま
す
。

　
地
球
環
境
を
守
る
上
に

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

廃
食
用
油
の
リ

サ
イ
ク
ル
は
、

ご
み
の
減
量
又
、
二
酸
化

炭
素
排
出
削
減
、
地
球
環

境
の
改
善
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

　

現
在
福
岡
県
で
11
の
市

町
で
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

し
て
い
ま
す
。

　

先
進
地
等
を
参
考
に
調

査
研
究
を
し
た
い
。

な
い
。
性
交
渉
に
よ
る
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
も
の
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
７
割
方
抑
え
ら

れ
ま
す
。

　
日
本
産
科
婦
人
学
会
で

は
11
才
～
14
才
が
有
効
。

国
も
来
年
150
億
予
算
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
女
性
の
健

康
が
少
子
化
対
策
、
医
療

費
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。

子
宮
頸
ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

町
長
／
粕
屋
地
区
市
町
長
会
に
提
案
し
た
い

廃油リサイクルシステムの導入を
町長／先進地など参考に調査研究を

女
性
ガ
ン
予
防

は
も
ち
ろ
ん
、

少
子
化
対
策
に
も
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
有
意
義
だ
と

思
い
ま
す
。

　

九
州
各
市
町
村
で
も
、

助
成
を
し
て
い
る
市
や
町

も
有
り
ま
す
。

　

粕
屋
地
区
の
市
町
長
会

に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

町
長

久
我

町
長

久
我

久我　純治 議員

福　岡　県
築上町

吉富町

佐　賀　県

多久市

小城市

嬉野市

吉野ヶ里町

熊　本　県

美里町

玉東町

小国町

芦北町

大　分　県 九重町

宮　崎　県

串間市

えびの市

西米良村

諸塚村

鹿 児 島 県
出水市

長島市

九州で公費助成をしている自治体

廃油リサイクルシステム
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２
点
目
は
子
育
て
支
援

で
す
が
、
ヴ
ィ
ラ
の
ぞ
み

愛
児
園
開
設
・
大
川
保
育

所
の
改
修
に
着
手
な
ど
実

施
中
で
す
。

　

３
点
目
は
東
環
状
線
建

設
・
門
松
交
差
点
の
立
体

交
差
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

４
点
目
に
は
町
民
目
線

に
立
っ
た
機
構
改
革
に
踏

み
切
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

町
長
は
、
３
年

前
の
選
挙
で
、

６
町
合
併
や
３
町
合
併
と

い
っ
た
合
併
問
題
が
論
点

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
も
ご
承
知
と
思

い
ま
す
が
、
６
町
合
併
協

議
会
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
が
他
に
選
挙
公
約

(

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト)

さ
れ
た

項
目
に
対
し
進
捗
状
況
を

尋
ね
ま
す
。１

点
目
は
６
町

合
併
を
取
り
上

げ
推
進
を
し
ま
し
た
が
白

紙
に
戻
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

阿
恵
大
池
の
改
修
工
事
進
捗
状
況
は

都
市
政
策
部
長
／
近
く
入
札
を
し
ま
す

町長の選挙公約は達成されたか
町長／頑張っています

①
詳
細
設
計
は

完
了
し
た
の
か

②
地
元
説
明
会
の
開
催
予

定
は
③
入
札
時
期
は

①�

今
年
度
分
の
設
計
は
完

了
し
て
い
ま
す
。

　

�　

こ
の
工
事
は
農
業
用

水
の
確
保
、
そ
れ
か
ら

浸
水
対
策
、
ま
た
親
水

公
園
と
い
う
３
つ
の
目

的
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

こ
の
う
ち
今
年
度
は
、

た
め
池
の
ヘ
ド
ロ
の
浚

渫
、
底
部
の
掘
削
、
道

路
の
交
換
に
よ
る
広
場

の
建
設
、
護
岸
ブ
ロ
ッ

ク
の
工
事
な
ど
を
行
い

ま
す
。

②�

地
元
説
明
会
は
９
月
の

下
旬
か
ら
10
月
ご
ろ
に

は
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

小
池

小
池 小池　弘基 議員

改修工事される阿恵大池

③�

入
札
の
時
期
は
議
会
承

認
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も

あ
り
９
月
９
日
に
行
い

都
市
政
策
部
長

町
長

13
日
に
追
加
議
案
と
し

て
提
案
す
る
予
定
で
す
。
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子
育
て
支
援
策
の
行
動
計
画
は

住
民
福
祉
部
長
／
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に
沿
っ
て

児童虐待の取り組みは
町長／相談窓口の充実などの体制を強化

①�

子
育
て
世
帯

を
取
り
巻
く

　�

環
境
は
、
様
々
な
問
題

が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

　�

　
子
育
て
支
援
策
が
ど

の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
の
か

②�

子
育
て
世
帯
が
要
望
す

る
多
様
な
声
を
聞
く
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を

①�

安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
や
保
育
所
を
新
設

し
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
病
児
保
育
事

業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

な
ど
に
よ
り
、
子
育
て

に
伴
う
負
担
を
軽
減
す

る
と
と
も
に
子
育
て
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
に

よ
り
児
童
虐
待
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②�

粕
屋
町
次
世
代
育
成
支

援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調

①�

児
童
虐
待
の

実
態
は

②
取
り
組
み
は

③�

相
談
に
の
れ
る
体
制
の

強
化
を

①�

平
成
19
年
度

が
８
件
、
20

　
�

年
度
が
９
件
、
21
年
度

は
、
大
き
く
増
え
て
27

件
と
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

�　

内
容
は
、
育
児
放
棄
、

身
体
的
、
心
理
的
虐
待

の
順
で
増
え
て
い
ま
す
。

②�

子
育
て
事
業
の
普
及
促

進
、
早
期
発
見
、
早
期

対
応
と
し
て
虐
待
の
情

報
が
児
童
相
談
所
や
町

に
通
告
さ
れ
る
よ
う
に

周
知
啓
蒙
を
図
り
ま
す
。

　

�　

相
談
窓
口
の
充
実
、

要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
体
制
強
化
に

努
め
ま
す
。

③�

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
配
置
し
て
い
る
の
で

職
員
の
研
修
な
ど
を
通

じ
て
相
談
窓
口
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

査
を
21
年
３
月
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

�　

社
会
情
勢
に
合
わ
せ

て
毎
年
で
き
る
か
検
討

し
ま
す
。

山𦚰　秀隆 議員

山
𦚰

山
𦚰

町
長

住
民
福
祉
部
長
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議
　
　
　
長
　
　
進 

藤
　
啓 

一

編
集
委
員
長
　
　
本 

田
　
芳 

枝

副
委
員
長
　
　
久 

我
　
純 

治

委
　
　
　
員
　
　
長 

　
　
義 

晴

委
　
　
　
員
　
　
田 

川
　
正 

治

委
　
　
　
員
　
　
小 

池
　
弘 

基

委
　
　
　
員
　
　
福 

永
　
善 

之

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

発
行
責
任
者

　今年の夏は嬉しいことがありました。
　７月９日に平戸市の議会広報特別委員会総勢８名が粕屋
町議会に視察研修にお見えになったのです。
　議員独自の編集で読みやすい広報誌を出しているという
ことで粕屋町に来られたのでした。
　編集委員一同、初めての経験でかなり緊張して当日を迎
え、みんなで編集方針、制作の流れ
など代わる代わる説明。あっという
間の２時間でした。終わった時は本
当にお茶がおいしかった。
　次回はいつになるでしょうか？

次
回
の
12
月
議
会
は

12
月
10
日（
金
）開
会
予
定

12
月
13
日（
月
）

一
般
質
問
予
定

発行：粕屋町議会　〒811-2392　福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁1-1-1
　　　TEL.092-938-2311　FAX.092-938-3150

見 聞 話
る く す

編 集 後 記

本　田　芳　枝

まちづくり情報紙としての議会だより
あなたのお役に立っていますか?!

安い？高い？

　町のホームページの

改良に伴い、「粕屋町議

会」も「町長の部屋」の

下に場所を移動しまし

た。全体としては以前

よりも具体的な記事が増え、読みやす

くなったと思いますが、議会の最新情

報は伝わっていますでしょうか。改革

は始まったばかり。皆さんからのご意

見をお待ちしています。

ホームページが変わりました

議会だより　決算報告（21年度議会だよりの印刷製本費）

合計1,979,145円で１部平均 30円 でした。

号　名 頁 発行日 発行部数 印刷製本費 （円）

 ３月議会号（112号） 12 ５月11日 16,500 467,775

 ６月議会号（113号） 12 ７月27日 16,600 470,610

 ９月議会号（114号） 20 10月26日 16,800 520,380

12月議会号（115号） 20 １月25日 16,800 520,380
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